ドウトク　キョウイク　ノ　キョウザイ　トシテノ　イジメ　ボウシ　タイサク　スイシンホウ by 田原 宏人 et al.
道徳教育の教材としての「いじめ防止対策推進法」
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2012 年 8 月に設置された第三者調査委員会が報告書を取りまとめたのが翌 2013 年 1 月
31 日，4 月 11 日に生活の党，民主党，社民党（党名はいずれも当時，以下同様）が「い
じめ対策推進基本法案」を参議院に提出，5 月 16 日に自民党，公明党が「いじめ防止等
のための対策の推進に関する法律案」を衆議院に提出した。その後，与野党協議の末，法
案が一本化され，6 月 18 日夕刻，自民党，民主党，日本維新の会，公明党，みんなの党，




































係各所に発し（2016 年 3 月 18 日），いじめの構成要件が次の「四つしか含まれていない」
ことを強調し，注意を促している。すなわち，以下がいじめの必要十分条件である。
（1）行為をした者（A）も行為の対象となった者（B）も児童生徒であること，かつ
（2）A と B の間に一定の人的関係が存在すること，かつ
（3）A が B に対して心理的又は物理的な影響を与える行為をしたこと，かつ
（4）当該行為の対象となった B が心身の苦痛を感じていること










A 男は，かねてから思いを寄せていた B 子に告白した。しかし B 子は，A 男と交際
するつもりはなかったので，「あなたと付き合うつもりはない」旨答えたところ，A
男は，思いがかなわぬことを悟り，ショックを受けた。
そのほかにも，窓ふきが嫌いでサボっている A が B から注意されて「強い精神的ショッ




中には，事務局への憤りをあらわにする委員もいた」という（教育新聞電子版 2016 年 6
















































らに重ねて明示した」ものであると答弁している（参院委員会議事録 : 5; 衆院委員会議事





































習指導要領等の改善及び必要な方策等について」2016 年 12 月 21 日）。
2.2. 道徳性（道徳的認知・道徳的判断）の発達 ― 社会的領域アプローチで考える
道徳的判断にかんする心理学的研究を概観した松尾直博（2016）によれば，近年「目
立つのは Turiel の社会的領域理論（social domain theory）の考え方を基にした研究で
ある」という（松尾 : 167）。領域理論は，「私たちの社会生活と意志決定が多元的である
ことを前提とする心理学理論」であり，「道徳領域（moral domain），社会領域（societal 











の段階からの道徳性（公正性）の漸進的な分化」とみなす Piaget や Kohlberg が想定す
る仮定と鋭く対立する。最近の数多くの実証研究は，二歳半の子どもも成人も「道徳性の
問題と社会的慣習の問題とを概念的に区別しているという証拠」を提供してきており，領































するための基本的な概念枠組み」（Nucci and Powrs: 122）を自分のものとするための格
好の素材を提供してくれるであろう。














































































































赤川学 （2012） 『社会問題の社会学』弘文堂 .
教育新聞 （2016） 「極端な例に憤慨の声 いじめ防止対策協議会で」極端な例に憤慨の声 いじめ防止対策協
議会で」https://www.kyobun.co.jp/news/20160630_02/ （2017 年 1 月 14 日閲覧）
首藤敏元 （1992） 「領域特殊理論 ― チュリエル」日本道徳性心理学研究会編著『道徳性心理学 ― 道徳教育
のための心理学』北大路書房 , 133-144.




第百八十三国会衆議院文部科学委員会議録，第七号（2013 年 6 月 19 日）衆院委員会議事録と略記 .
第百八十三国会参議院文教科学委員会会議録，第八号（2013 年 6 月 20 日）参院委員会議事録と略記 .
松尾直博 （2016） 「道徳性と道徳教育に関する心理学的研究の展望 ― 新しい時代の道徳教育に向けて」『教
育心理学年報』第 55 集 , 162-182.
宮台真司 （2009） 『日本の難点』幻冬舎 .
森田洋司 （2010） 『いじめとは何か』中央公論新社 .
鷲田清一 （2007） 『思考のエシックス ― 反・方法主義論』ナカニシヤ出版 .
Campbell, Elizabeth （2014） "Teaching Ethically as a Moral Condition of Professionalism," in Handbook of Moral 
and Character Education, Second Edition, Edited by Larry Nucci, Darcia Narvaez, and Tobias Krettenauer, 
Routledge, 101-117.
Harman, Elizabeth （2015） "Morality Within the Realm of the Morally Permissible," Oxford Studies in Normative 
Ethics, Volume 5, Edited by Mark Timmons, Oxford University Press, 221-244.
―― （2016） "Morally Permissible Moral Mistakes," Ethics 126, 366-393.
Nash, R. J. （2005） "Foreword" in B. Zubay and J. F. Soltis, Creating the Ethical School: A Book of Case Studies, 
Teachers College Press.
Nucci, Larry P. （2014） "The Personal and the Moral," in Handbook of Moral Development, Second Editon, Edited by 
Melanie Killen and Judith G. Smetana, Psychology Press, 538-558.
Nucci, Larry and Deborah W. Powers （2014） "Social Cognitive Domain Theory and Moral Education," in Handbook 
of Moral and Character Education, Second Edition, 121-139.
